
『WAKUWAKUホーム』ほか
豊島こどもWAKUWAKUネットワークの取り組み

NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
栗林知絵子



団体概要 2012年設立 2013年にNPO法人へ 2022年に認定NPO法人認証

ビジョン
おせっかいの輪をひろげる

ミッション
「子どもの貧困」をテーマに活動
地域の子どもを地域で見守り育てるために、さまざまな居場所を地域に創出し、
それらが有機的につながる真のネットワークを構築し、子どもの未来に広く寄与する
ことを目的としている。

活動概要
遊びサポート事業 ・学びサポート事業・暮らしサポート事業・おせっかい事業

組織体制
常勤職員４人 非常勤職員１９人 会員20 人 ボランティア300人
（支援しているひとり親・外国ルーツ・困窮世帯 1000世帯）

活動資金
2021年度 収入 68,089,269 円

支出 73,957,657 円
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WAKUWAKUの課題解決のプロセス
プレーパーク（2004年） ネットワーク設立（2012年）

子ども食堂（2013年）

個人の課題発見
・息子がアレルギー
・豊島区は公園や自然が
少ない

ホームスタート（2016年） 無料学習支援、夜の児童館
ピアサポート等

WAKUWAKUホーム（2017年）

親子関係に煮詰まったとき、緊急
にあずかってほしいとき宿泊機
能を持つ拠点

当時プレーパークへ遊びに来て
いた中学三年生のＴ君のために
自宅を開放して無料学習塾を

2011年にスタート。T君を支援す
るための1000円カンパを募り100
人ほどのサポーターが集まる。

ひとり親世帯の家庭などの
生活困窮者に豊島区内の
会場に直接来てもらい、フ
ードバンクの食材や日用品
などを自由に持って帰って
もらうプロジェクト。

Ｔ君を支援する過程で見
えてきた孤食の問題を
何とかしたいと思うように。

居場所を創出し、待つ支援だけでな
く、支援を届けたい。
妊娠、出産時から関わりたい。

地域で「自然の中で子
育てしたい」子育て仲間
ができた。子育て情報
や思いを共有。

＜共有する価値観＞
地域の子どもを地域で見守り育てる

＜子どものつぶやきをキャッチして、
おせっかいになるプロセス＞

①子どもと大人が出会う。つながる。
②知っている関係になる。
③窮地に立ったとき、相談できる。
④異変に気が付く、気が付いたときにほっとかない。
※このプロセスの繰り返し。

＜プロセスの先（アウトカム）＞
おせっかえるが増える。地域のおとなが地域の子どもと直
接関わる環境ができる。

地域資源掘り起こしが進む

パントリーピックアップ（2018年）

ＷＡＫＵＷＡＫＵの強みである地域ネットワー
クを作り支援の輪の拡大
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広がれ、こども食堂の輪！全国ツアー

(2016年～2019年赤い羽根福祉基金にて実施）
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核となるチームの構築
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子どもたちが孤立しないで
笑顔で暮らしている社会

全国どこへ行っても、身近に
子どもの居場所がある社会

全国50カ所で子ども食堂を

テーマに多様な人たちが集
まって学び合う

キャンペーンのゴール

6



全国ツアーの広がり
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プレーパーク
● 「火、水、土、木」を使って、子どもが自由に自発的に

遊びを創出できる場です。
木登り、泥んこ遊び、たき火、水遊び、木工などなど・・・

●プレーリーダーが常駐し、危険がないか見守るとともに、子

どもの「おもしろそう」「やってみたい」を引き出す役目をする。

（２０１４年からは豊島区から事業委託）
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無料学習支援：池袋WAKUWAKU勉強会
・大学生と地域住民で、宿題を中心に子どもの勉強
・勉強を教えるだけでなく、子どもとの信頼関係をつくることを大事にしている
・様々な体験学習（経験の機会）も創出
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ホームスタート・わくわく

地域の先輩ママボランティアによる乳幼児子育て家庭への無料訪問支援。
週２回２時間程度、計４～６回家庭を訪問。
おしゃべりしたり、一緒に家事や散歩にでかけたりする。
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誰が始めたの？

マーガレット・ハリソンさん

イギリス中部のレスターという街で子育てボランティアをしてマーガレットさんは
気づきました。孤立した親は同じ立場で話を聞いてくれる人を求めている！と。
1973年、訪問活動を開始し、それが全英、全世界22か国に広がりました。
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子ども食堂

●子どもが一人でも入れる食堂です。
●わいわいガヤガヤみんなでご飯を食べます。
●栄養バランスのよい夕食を食べられます。
●月２回 ● 3ヵ所運営
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WAKUWAKUホーム (２０１８年～２０２１年は赤い羽根福祉基金

現在は日本財団の助成金で運営）

・宿泊支援：子どもが泊まれる場所
・居場所の提供：学習支援、遊びの支援、食の支援
火・木・・・小学低学年 水・金・土・・・中高生中心
・相談支援

地域の子どもを地域で見守り育てるために
一時的にあずかれる場所が必要
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緊急食料支援
「としまフードサポート」
のはじまり

突然学校が長期休校に

2020年2月に政府から出された休校宣言を受け、3月1日、
豊島区在住で休校になった214世帯に対し、実態を調査す
べくアンケートを実施しました。

すると96世帯からの回答があり「給食がないと、経済的
負担はおおきく家計に影響がありますか？」（85件回答
）という質問では、83.5％が影響あると回答。
また、「コロナ拡大によって、仕事に行けなくなるなど収
入に影響をあたえそうですか？」（85件回答）では、63.5
％が「はい」と回答。

このような実態を見過ごせず、緊急の食料支援を企画しま
した。
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➢ 5月12日～6月末までの約2か月間、22拠点を活用し官民連携のもと、947食のお弁当をお届け
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官民協働の食料支援プロジェクト「ライス！ナイス！プロジェクト」を実施

第一弾 ・・ 12月12日、12月18・19日に757世帯
第二弾 ・・ 2月19・20日、2月27日に735世帯

ボランティアのべ400名以上

区内21箇所「区民ひろば」で実施することで、
小地域ネットワークの構築

➢ ひとり親困窮世帯を対象として、お米（５ｋｇ）、お食事券、
➢ みせしょくチケット、余剰食品等を区民ひろばでお渡し
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官民協働の「地域がつながるプロジェクト」事業

7月～1月・・・支援対象児童等見守り強化事業

「毎月1度、子どもの見守り訪問」
・訪問対象世帯 200世帯

・対象世帯地域に住む、おせっかいさん（訪問員） 75名

地域住民による子どもの見守り支援の実現

➢ ひとり親家庭・要支援家庭を対象として、お菓子等のプレゼントを、
➢ 訪問員さんがお子さんにお渡しする

12月のプレゼント
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休眠預金活用事業
（主管団体：公益社団法人シャンティ国際ボランティア会
連携団体：弁護士法人東京パブリック法律事務所、豊島区社会福祉協議会）

・生活支援（フードパントリー・相談会）

・法的支援（在留資格相談会実施）

・外国人の社会的包摂
（在留者コーディネーターの育成）

子育て世帯以外の層と繋がる
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おせっかい企画の申込みはメール、ライン、郵送

その際「困りごと」を記入してもらう→ほっとかない。

「解雇になった。この先が不安」
「契約社員で仕事しているが、3月で終わる。再就職活動が不安」
「子どもと一緒にいるのがつらい、手をあげてしまう」
「家族がコロナにかかり、1月の給与がない。生活できない」
「下の部屋から嫌がらせを受けている」
「コロナが怖いから保育園を休み、親子でずっと家に居る」

手渡し時に聞く「子どもの声」「親の声」

→ほっとかない。

「ねえ、おばちゃん、帰らないでよ、遊ぼうよ」（幼児）
「 ママが頭をたたく」（小学生）
「兄弟で私だけ差別されてて、帰りたくない」（高校生）
「親に出てけといわれて、どうしていいかわからない」（高校生）
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としまフードサポートプロジェクト

毎月第3土・日曜に区内13か所で実施

（約600世帯の困窮家庭が参加）

メール・ラインで案内して

申込み時に「困りごと」を入力してもらう

お米等を、手渡しして地域がつながる

地域課題を共有する
（毎月約100名の住民が参加） 27



小学校・中学校・高校WAKUWAKU入学応援給付金

公立中学3年全生徒、公立保育園年長全児童にチラシ配布

→コロナの影響で申し込み世帯倍増

・小学校入学児童・・・13人（1万円）

・中学校入学児童・・・33人（1万円）

・高校入学児童・・・63人（4万円）

お祝いの給付金は手渡し、ヒアリングしてつながる

WAKUWAKUでの支援の継続
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夜の児童
館

ひとり親
家庭

障がい 不登校
ひきこもり

外国籍
ネグレクト虐待

貧困・生活保護

非行

学習支援
ネットワーク

子ども食堂
ネットワーク

こどもあそび
ネットワーク

相談窓口

民生委員

CSW SSW

つなぎの支援で作る子どもたちのセーフティーネット

ファミサポ

・地域での支え合い

・子どもの情報共有

・多様な支援の輪

場と場をつなぐ

・多様な関係構築

・子ども同士の繋がり

子どもと場をつなぐ 子どもと人をつなぐ

・子どもにアウトリーチ

・寄り添う支援

・地域での見守り

…公的支援

…民間支援

…地域市民

ホームスタート
おじさん
おばさん

おせっかいさん（隣人による伴走支援）

多文化
ネットワーク
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“地域”と“こども”をつなぐ３つの取組

地域への認知拡大・一体感醸成

としまこどもつながるプロジェクト 実行委員会

つながる会議

つながるメディア

つながるお手伝い

つながるお手伝い

意気込み

⚫ 本プロジェクトは、豊島区のこども達が豊かに暮らしていくために、地域が一体となってこどもの支援活動に取り組める社会
基盤（プラットフォーム）の構築を目指しています。

実行委員会で実現したい取組

情報共有・連携促進の交流機会

諸団体との取次ぎ・参加の促進

マッチング
参加促進

つながる会議

つながるメディア

つながるお手伝い
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子供を取り巻く地域応援ネットワーク
教育委員会と学校は、本ビジョンの推進にあたって、子供を見守り育てる体制を強化するために
積極的に行政関係部署、ＰＴＡ、地域団体や大学などと連携し、地域の応援ネットワークを広げて
いきます。

出典：平成30年3月 豊島区子ども・若者未来応援あり方検討会報告書
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当事者意識と円卓の地域主義

少子化、高齢化の右方下がりの時代にあっても持続可能な地域社会は実現できるのではないか。
地域の人々が当事者意識に目覚め、それが地域社会を構成している産業界、自治会、NPO、大学、
そして行政などに波及し、地域全体が自ずと多様な主体として協働することになれば、
地域社会を変えていけることができるのではないか。
自分たちの住むまちを善くするために、ラウンドテーブル（円卓）を囲んで議論する。
ラウンドテーブルには意味がある。ここが上座という意識はなく、誰が偉いということでもない。
貴賤の差別なくみんなが対等に話し合いをするということだ。
時には専門家にアドバイスを求め、みんなで智恵を出し合い、折り合いをつけながら
まちの価値を高めていく。
このような行為を私は共創と呼んでいる。
共創の場、共創の時間は、共創の志から生じるものであり、
その志の源泉は自分たちのことは自分たちでという当事者意識にある。
地域の課題を共有し、その解決策を探るのだ。その過程において想像力を働かせ、
創造性を発揮して解決策を見出そうとすることが当事者意識を持つことにつながる。

牧野光朗著書「円卓の地域主義」より抜粋
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